
倫理・懲戒手続きフローチャート

倫理相談申立

何人でも可能

※氏名・連絡先のない場合は

受け付けない

臨床発達心理士

認定運営機構

倫理委員会

倫理調査委員会に事案の

審査を求める議決

臨床発達心理士

認定運営機構

倫理調査委員会

臨床発達心理士

認定運営機構

通知

報告
懲戒相当議決

（訓告等）

懲戒相当議決

（資格認定取消等）

臨床発達心理士

認定運営機構

異議申立審査委員会
※審査は一度のみとする

被申立人による

弁明の機会の申出

訓告、

厳重注意、

その他

通知通知

報告

通知

報告

申立人、被申立人によ

る異議の申出

臨床発達心理士認定運営機構

倫理調査委員会の構成について

役員、社員、職員に関する委員の場合

委員については、代表理事、事務局長の承認を得て、

臨床発達心理士認定運営機構倫理委員会委員長が機

構倫理委員会およびその他の委員会に属する委員か

ら選出する。

臨床発達心理士スーパーバイザーに関する委員の場合

委員については、代表理事、事務局長の承認を得て、

臨床発達心理士認定運営機構倫理委員会委員長が気

候倫理委員会およびその他の委員会、臨床発達心理

士会倫理委員会に属する委員から選出する。

委員の外に、第三者委員を若干名置き、必要に応じ

て委員会に助言を行う。

臨床発達心理士関する委員の場合

委員については、代表理事、事務局長の承認を得て、

臨床発達心理士認定運営機構倫理委員会委員長が機

構倫理委員会およびその他の委員会、臨床発達心理

士会倫理委員会に属する委員から選出する。

委員の外に、第三者委員を若干名置き、必要に応じ

て委員会に助言を行う。

臨床発達心理士認定運営機構

異議申立審査委員会の構成について

委員については、代表理事が処分の決定に関わって

いない者（臨床発達心理士認定運営機構に属する委

員）を選出する。

委員の外に、第三者委員を若干名置き、必要に応じ

て委員会に助言を行う。

は、申立人による手続

は、被申立人（役員・社員・職員、

臨床発達心理士）による手続

倫理調査委員会の構成について

委員については、認定運営機構倫理委員会、心理士会倫理委員会、

弁護士、その他本人と多重関係にないもの

報告

臨床発達心理士

認定運営機構

倫理委員会・有資格

者支援特別委員会

申立人による

異議の申出

※2週間以内

倫理調査委員会に事案の

審査を求めない議決

臨床発達心理士に関する

相談の場合

役員・社員、職員、その他に

関する相談の場合

申立人、被申立人による異議の申出

※2週間以内

臨床発達心理士認定運営機構

倫理委員会

理事会・社員総会

懲戒処分

※役員・社員：

解任・戒告

※職員：

解雇、減給、出勤停止、戒告

※臨床発達心理士スーパーバイザー

及び臨床発達心理士：

資格認定取消、期間停止、

心理士会倫理委員会との連携

・必要に応じた相互連絡調整

・定期連絡協議会


